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竹原市環境基本計画

元気と笑顔が織り成す

暮らし誇らし、竹原市。

環境基本計画とは

目的

近年の局所的豪雨の頻発やマイクロプラスチック問題など多様化する環境問題

は，私たちの日常生活や事業活動による環境への影響の積み重ねによるものです。

これらの環境問題を解決していくために，市民・事業者・滞在者が行政と協働して，

環境負荷の少ない持続可能な社会を形成していくことが，必要とされています。

このような背景の下，竹原市の環境課題を見直し，令和３年度からの「第２次竹

原市環境基本計画」（以下「本計画」という。）を策定しました。

計画の位置づけ

他の行政計画との関連についていえば，本計画は，「竹原市総合計画」（以下「総

合計画」という。）における将来像の実現に向けて，総合計画を環境面から推進す

るもので，市の環境行政の方向性を示す基本的な計画に位置づけられます。
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第２次竹原市環境基本計画

計画の期間

本計画の計画期間は，令和３年度から令和１２年度までの１０年間とします。

ただし，竹原市を取り巻く今後の環境問題や社会情勢の変化等に対応するため，計

画の中間年度である令和７年度を目処に，必要に応じて計画の見直しを行います。

計画の主体と役割

本計画の推進主体は，市民・市民団体・事業者・竹原市とします。

現在の環境問題は，私たち一人一人の行動が積み重なって生じており，環境の改善

は，行政はもちろんのこと，市民・事業者の皆様の取り組みにかかっています。そこ

で，各主体がお互いの立場や役割を認識し，協力しながら本計画の着実な推進を図っ

ていきます。

計画で対象とする環境要素

本計画で対象とする環境要素は，下表に示すとおりです。

区分 環境要素

生活環境 大気質，水質，土壌，悪臭，騒音・振動，廃棄物等

自然環境 地形・地質，河川・海浜，動植物，自然とのふれあ
い等

快適環境 公園・緑地，まちの美観等

地球環境 地球温暖化，オゾン層破壊等

環境教育 環境教育，環境保全活動，事業者による環境配慮等
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目指す環境像，将来像，基本目標

目指す環境像

そんな四季折々に移ろう竹原市の上品で美しい自然，風景を「あでやか」で表現し，

このあでやかな自然，風景をいつまでも変わることなく，次世代に引き継いでいきた

いという思いを込めています。

将来像と基本目標・ＳＤＧｓへの貢献

目指す環境像「海、川、山、空、あでやかに、竹原市。」をさらに見える化するた

めに，本市が目指すべきまちの姿を４つの「将来像」として掲げます。

また，これらの「将来像」を実現するために「基本目標」を４つ設定し，この基本

目標の達成状況を計るための「成果指標」を設定します。

この成果指標で現状を把握しながら，基本目標を達成するための施策を推進して将

来像の具現化を図ることにより，目指す環境像「海、川、山、空、あでやかに、竹原

市。」の実現を目指します。

なお，この基本目標を達成するために各施策を推進することは，平成２７年国連サ

ミット採択の「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に掲げる１７の持続可能

な開発目標（ＳＤＧｓ）のうち，関連する開発目標の達成に貢献します。

【本計画の推進により，達成に貢献するＳＤＧｓの開発目標】

◇目指す環境像

海、川、山、空、あでやかに、竹原市。
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将来像

将来像1
きれいな水・土・大気と
生きるまち

将来像2
海・山・川，豊かな自然と
ふれあえるまち

将来像3
誰もが生きやすく，
住みよいまち

将来像4
地球環境を思いやるまち

第３節 計画の体系
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基本目標

基本目標1
水質・土壌・大気の
環境基準が守られている

基本目標2
自然環境が適切に保護され
自然とのふれあいの場がある

基本目標3
生活の基盤が整備され，
清潔で快適に暮らせる

基本目標4
省資源・省エネルギーを
推進し，地球環境の保全に
貢献する

施策の方向

〇自動車からの環境負荷の
 低減

〇家庭からの環境負荷の低減

〇工場・事業所からの環境
 負荷の低減

〇各種環境の監視・指導の
 継続

〇生物多様性の確保

〇自然環境の保全・保護

〇人と自然とのふれあいの
 推進

〇廃棄物の発生抑制の推進

〇廃棄物の適正処理の推進

〇快適な環境づくり

〇災害に強いまちづくり

〇資源・エネルギーの有効な
 利用

〇地球環境保全対策の推進

〇環境教育及び環境保全活動
 の推進
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計画の進行管理

計画の進行管理

環境基本計画の策定後は，計画の実効性を確保していくため，環境マネジメントシ

ステムの考え方を採り入れて，ＰＤＣＡサイクルを繰り返していくことにより計画の

進行管理を行います。

計画の進行管理に当たっては，毎年度，環境基本計画の進捗状況をとりまとめ，竹

原市版の環境白書である「たけはらの環境」で公表します。

計画の進行管理（ＰＤＣＡサイクル）

Ｐｌａｎ(計画） Ｄｏ（実施・運用）

基本計画に基づく成果指標

達成のための，実施計画を作

成する。

作成した実施計画を実行す

る。

継続的な

環境改善

実施計画を見直し，次年度

の実施計画に活かす。

環境基本計画全体の進捗状況

を検証する。

Ａｃｔｉｏｎ(見直し） Ｃｈｅｃｋ（点検・評価）

竹原市環境基本計画 概要版
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